
歳
月
過
ぎ
て
、
現
在
の
私
は
新
た
な
幸
せ
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

優
し
い
夫
や
愛
し
い
子
供
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
温
か
い
友
情
な
ど
も
ご
ざ
い
ま
す
。

毎
年
七
月
九
日
、
佐
世
保
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
近
い
「
釜

墓
地
霊
園
」
で
執
り
行
わ
れ
る
戦
没
者
慰
霊
祭
に
、
テ
レ
ビ
局

か
ら
の
ご
縁
を
得
て
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
父
母
の

御
霊
も
眠
っ
て
い
る
と
信
じ
な
が
ら
心
静
か
に
冥
福
を
祈
っ
て

お
り
ま
す
。

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
　 

長
崎
県
　
藤
原
安
男
　 

昭
和
十
三
年
五
月
三
日
、
長
崎
県
先
遣
隊
二
百
五
十
余
人
は

諏
訪
神
社
の
丸
馬
場
に
集
合
、
県
庁
の
係
の
人
の
諸
注
意
が
あ

り
、
そ
の
後
神
社
へ
の
祈
願
を
行
い
、
神
社
の
正
面
長
坂
で
全

員
の
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。
近
く
の
勝
山
小
学
校
で
壮
行
会
が

あ
り
、
夜
行
列
車
で
長
崎
駅
を
出
発
、
翌
日
東
京
駅
で
下
車
、

皇
居
遙
拝
、
靖
国
神
社
参
拝
の
後
、
上
野
駅
か
ら
常
磐
線
で
茨

城
県
内
原
訓
練
所
に
向
か
っ
た
。
五
月
五
日
内
原
訓
練
所
着
。

そ
し
て
、
義
勇
軍
と
し
て
の
訓
練
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
訓
練
所
で
は
見
知
ら
ぬ
者
同
士
で
あ
る
か
ら
、
特
に
団

体
生
活
に
慣
れ
る
た
め
の
訓
練
が
主
で
あ
っ
た
。

長
崎
県
出
身
の
半
数
と
山
形
県
出
身
で
一
個
中
隊
が
編
成
さ

れ
、
中
隊
は
五
個
小
隊
に
分
か
れ
一
個
小
隊
ず
つ
が
日
輪
兵
舎

で
起
居
を
共
に
し
た
。

お
互
い
に
言
葉
が
通
じ
な
い
。
ラ
ジ
オ
も
な
い
時
代
。
初
め

て
聞
く
東
北
弁
。
こ
れ
も
日
本
人
の
言
葉
か
と
驚
い
た
が
相
手

も
同
じ
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。「
カ
ネ
の
お
わ
ん
に
竹
の
は

し
、
仏
様
で
も
あ
る
ま
い
に
一
膳
飯
と
は
情
け
な
や
」
と
い
う

『
軍
隊
小
唄
』
と
い
う
歌
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
も
じ
っ
た
軍
隊

生
活
の
「
金
の
茶
碗
に
金
の
箸
、
仏
様
で
も
あ
る
ま
い
に
…
…
」

と
い
う
言
葉
は
そ
の
ま
ま
義
勇
軍
も
同
じ
で
、
金
の
茶
碗
の
一

膳
飯
だ
っ
た
。
毎
日
の
起
居
と
ま
た
軍
隊
と
同
じ
、
ラ
ッ
パ
で

起
き
て
ラ
ッ
パ
で
寝
る
生
活
で
あ
っ
た
。

私
が
物
心
つ
い
た
こ
ろ
は
農
家
は
全
部
が
貧
乏
の
ど
ん
底
で

あ
り
、
貧
乏
人
の
子
沢
山
で
あ
っ
た
。
私
は
十
一
人
兄
弟
の
二

男
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
農
家
で
は
口
減
ら
し
の
た
め
小
学
校



を
卒
業
し
た
者
か
ら
次
々
に
家
を
出
て
行
く
の
が
常
で
あ
り
、

国
も
国
策
と
し
て
大
陸
へ
の
進
出
を
あ
お
っ
た
。「
少
年
よ
大

志
を
抱
け
。
大
陸
は
待
っ
て
い
る
。
狭
い
日
本
に
ゃ
住
み
飽
い

た
、
支
那
に
ゃ
四
億
の
民
が
待
つ
。
俺
も
行
く
か
ら
君
も
行
け
」

、

学
校
で
は
「
農
は
国
の
大
本
な
り
」「
公
、
侯
、
伯
、
子
、
男

爵
よ
り
も
国
を
救
う
は
肥
柄
杓
」
と
か
習
い
、
ま
た
武
士
の
時

代
に
は
士
農
工
商
と
い
っ
て
農
は
武
士
の
次
で
あ
っ
た
が
、
い

つ
の
間
に
か
農
が
一
番
下
に
な
っ
て
い
た
。

私
が
満
州
に
行
く
ま
で
に
は
、
七
人
の
兄
弟
が
生
ま
れ
て
い

た
が
、
そ
の
う
ち
三
人
は
二
、
三
歳
で
死
亡
し
た
。
そ
れ
は
貧

乏
の
た
め
薬
も
買
え
ず
、
も
ち
ろ
ん
医
者
に
診
て
も
ら
う
金
も

な
く
、
病
気
に
な
っ
た
子
供
は
見
捨
て
る
ほ
か
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
全
国
の
農
家
の
実
情
で
あ
り
、
国
策
の

ま
ず
さ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

内
原
で
の
訓
練
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
各
人
に
渡
満
服
が
支

給
さ
れ
渡
満
準
備
に
入
っ
た
。
最
年
長
で
十
九
歳
、
最
年
少
の

私
は
十
四
歳
。
気
候
風
土
が
異
な
る
大
陸
に
行
く
の
で
あ
る
か

ら
、
各
種
の
予
防
注
射
、
お
灸
な
ど
何
日
か
続
い
た
。

六
月
二
十
日
私
た
ち
の
中
隊
は
渡
満
服
に
身
を
包
み
、
ラ
ッ

パ
鼓
隊
の
演
奏
す
る
行
進
曲
に
送
ら
れ
て
内
原
を
後
に
し
た
。

上
野
駅
で
下
車
、
日
の
丸
と
満
州
国
旗
を
先
頭
に
東
京
市
中

行
進
、
皇
居
遙
拝
、
靖
国
神
社
・
明
治
神
宮
参
拝
、
い
よ
い
よ

日
本
最
後
の
地
、
神
戸
三
宮
駅
よ
り
神
戸
港
ま
で
行
進
、
客
船

扶
桑
丸
に
乗
船
、
日
本
と
も
当
分
お
別
れ
、
船
は
汽
笛
を
大
き

く
鳴
ら
し
て
静
か
に
岸
壁
を
離
れ
た
。
全
員
が
白
の
手
袋
を
し

て
上
甲
板
に
整
列
、
皇
居
の
方
に
向
か
っ
て
一
斉
に
挙
手
の
敬

礼
で
日
本
に
お
別
れ
を
し
た
。
こ
の
時
船
内
に
は
日
の
丸
行
進

曲
が
流
さ
れ
て
い
た
。「
母
の
背
中
に
小
さ
い
手
で
振
っ
た
あ

の
日
の
日
の
丸
の
」
船
は
瀬
戸
内
海
を
通
り
、
一
路
大
陸
へ
、

大
連
の
港
で
下
船
、
大
陸
に
第
一
歩
を
印
し
た
。

初
め
て
見
る
満
州
国
、
行
く
先
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
私
た

ち
は
列
車
に
乗
っ
た
。
汽
車
は
日
本
の
も
の
よ
り
一
回
り
大
き

い
。

北
へ
向
か
っ
て
走
る
車
窓
か
ら
見
る
大
陸
の
広
さ
に
驚
き
、

奉
天
付
近
を
通
過
す
る
こ
ろ
は
、

日
露
戦
争
の
話
を
思
い
出
し
、

二
〇
三
高
地
、
乃
木
将
軍
と
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
ん

だ
。出
発
し
て
か
ら
何
日
に
ど
こ
を
通
過
し
た
か
は
記
憶
に
な
い

が
、
北
安
省
綏
化
駅
で
下
車
、
日
本
軍
の
駐
屯
地
に
立
ち
寄
り



休
息
後
、
軍
隊
の
護
衛
に
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
て
出
発
。

ト
ラ
ッ
ク
は
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
土
煙
を
巻
き
上
げ
て
走
っ
た
。

そ
の
土
煙
の
す
ご
い
こ
と
。
後
で
知
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
地
方

は
小
豆
大
の
石
こ
ろ
も
な
い
土
だ
け
の
土
地
だ
そ
う
で
、
行
け

ど
も
行
け
ど
も
草
原
が
続
く
。
小
さ
な
木
一
本
生
え
て
い
な
い
、

人
家
一
つ
見
え
な
い
。
何
時
間
走
っ
た
ろ
う
か
、
多
分
、
四
、

五
時
間
は
走
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
て
六
月
二
十
六
日
、
目
的
地

の
北
安
省
鉄
驪
県
鉄
驪
大
訓
練
所
に
入
所
。

義
勇
軍
心
得

一
、
古
の
武
士
に
負
け
る
な

一
、
生
命
を
尊
び
死
を
怖
れ
る
な

一
、
仲
良
く
せ
よ

一
、
他
民
族
を
敬
せ
よ

一
、
家
へ
の
便
り
を
欠
か
す
な

一
、
規
律
を
重
ん
じ
命
令
に
服
せ

一
、
歩
哨
は
任
務
を
厳
重
に
守
れ

一
、
武
器
は
大
切
に
し
手
入
れ
を
怠
る
な

一
、
独
り
外
出
す
る
な

一
、
堂
々
と
歩
け

一
、
口
を
堅
く
結
べ

一
、
愚
痴
を
言
う
な

一
、
丈
夫
の
時
は
身
体
を
鍛
練
せ
よ

一
、
病
気
の
時
は
医
者
の
言
う
こ
と
を
守
れ

着
い
て
ま
ず
驚
い
た
。
宿
舎
と
は
名
ば
か
り
の
草
（
ヤ
ン
草
）

で
ふ
い
た
三
角
の
屋
根
だ
け
が
ち
ょ
こ
ん
と
地
面
に
置
い
て
あ

る
だ
け
。
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
。
中
に
入
れ
ば
屋
根
に
顔

が
ご
つ
ん
ご
つ
ん
当
た
る
。
雨
が
降
れ
ば
雨
漏
り
が
す
る
。
日

本
の
田
舎
の
炭
焼
小
屋
と
同
じ
。
こ
ん
な
の
が
人
の
住
ま
い
と

い
え
る
の
か
、
犬
小
屋
に
も
劣
る
。
電
気
も
な
け
れ
ば
水
道
も

な
い
。
ラ
ン
プ
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
昭
和
五
年
私
が
小
学
一

年
生
の
と
き
私
た
ち
の
故
郷
も
は
じ
め
て
電
気
が
き
た
の
で
、

そ
れ
以
来
の
ラ
ン
プ
生
活
で
あ
っ
た
。

驚
く
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

着
い
て
間
も
な
く
全
員
が
次
々

と
ア
メ
ー
バ
赤
痢
に
か
か
る
。
薬
も
な
く
、
医
者
も
い
な
い
。

医
務
室
に
行
け
ば
、
医
者
ら
し
い
人
が
い
て
「
君
は
三
日
絶
食
」

「
君
は
五
日
絶
食
」
と
言
う
だ
け
。
病
院
な
ど
も
ち
ろ
ん
な
い
。

国
策
、
国
策
と
国
民
を
あ
お
っ
て
お
い
て
計
画
も
な
く
、
準

備
も
せ
ず
、
た
だ
実
行
し
た
だ
け
。
政
治
家
は
何
を
考
え
て
い



る
ん
だ
、
青
少
年
を
満
州
ま
で
送
っ
て
お
い
て
こ
れ
で
い
い
の

か
。
義
勇
軍
心
得
に
あ
る
よ
う
に
、「
愚
痴
を
い
う
な
、
命
令

に
従
え
」
と
い
う
の
か
。

そ
れ
で
も
零
下
四
十
数
度
に
な
る
冬
に
備
え
て
、
宿
舎
造
り

を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
病
気
な
ど
に
構
っ
て
お
れ
な
い
。
十

四
歳
と
い
え
ば
現
在
の
中
学
三
年
生
、
我
々
の
青
少
年
時
代
の

人
は
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
強
か
っ
た
な
あ
と
今
に
な
っ
て

つ
く
づ
く
思
う
。

家
の
骨
組
み
は
大
工
が
造
る
が
、
屋
根
茸
、
壁
塗
り
、
オ
ン

ド
ル
用
の
ト
ピ
ー
ズ
（
土
を
水
で
練
っ
て
煉
瓦
の
二
倍
ぐ
ら
い

の
大
き
さ
に
固
め
天
日
で
乾
か
す
）
造
り
と
作
業
は
急
ピ
ッ
チ

で
進
む
。

七
月
、
八
月
の
満
州
の
暑
さ
と
い
っ
た
ら
、
日
本
の
比
で
は

な
い
。
見
渡
す
か
ぎ
り
の
原
野
、
木
も
生
え
て
い
な
い
の
で
木

陰
も
な
い
。
河
も
な
い
。
こ
の
鉄
驪
付
近
は
海
抜
七
〇
〇
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
と
か
聞
く
。
大
陸
性
気
候
で
日
本
と
違
っ
て
湿
気

が
非
常
に
少
な
く
、
蒸
し
蒸
し
し
な
い
か
ら
過
ご
し
や
す
く
真

夜
中
に
な
る
と
寒
い
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
屯
墾
病
（
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
）
が
続
出
。

頭
が
痛
い
、
腹
が
痛
い
と
い
っ
て
作
業
や
訓
練
に
出
な
い
。
満

州
の
月
は
大
き
く
、
日
本
で
見
る
月
の
二
倍
ぐ
ら
い
に
は
見
え

る
。
こ
の
月
を
見
る
と
屯
墾
病
は
な
お
さ
ら
ひ
ど
く
な
る
。
冬

の
よ
く
晴
れ
た
月
の
夜
は
狼
の
群
れ
が
獲
物
を
求
め
て
一
斉
に

ほ
え
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
行
く
。
無
理
も
な
い
、
十
四
、
十
五

歳
は
ま
だ
子
供
。

冬
前
に
は
宿
舎
も
完
成
す
る
。
床
は
オ
ン
ド
ル
、
廊
下
（
土

間
）
に
は
ペ
チ
カ
と
い
う
立
派
な
も
の
。
冬
に
な
っ
て
オ
ン
ド

ル
不
良
と
わ
か
り
、
ペ
チ
カ
だ
け
で
は
暖
房
不
十
分
。
外
は
零

下
四
十
数
度
、
部
屋
の
中
で
零
下
十
度
、
寝
て
い
る
掛
布
団
の

襟
に
は
自
分
が
吐
い
た
息
で
霧
氷
が
つ
い
て
真
っ
白
に
な
っ
て

い
る
あ
り
さ
ま
。

私
た
ち
の
時
代
の
人
は
皆
何
事
に
も
我
慢
強
く
、
自
然
の
生

活
の
中
に
耐
え
る
訓
練
が
な
さ
れ
て
い
た
。
今
に
な
っ
て
振
り

返
れ
ば
、
懐
か
し
い
思
い
出
と
し
て
よ
み
が
え
る
。

各
人
に
は
小
銃
と
弾
百
発
が
渡
さ
れ
、
常
に
身
近
に
置
い
て

お
く
。
銃
を
持
っ
た
こ
と
も
な
い
の
に
で
あ
る
。
冬
に
な
り
何

も
か
も
凍
り
つ
い
て
い
る
広
野
で
は
、
早
速
に
小
銃
の
射
撃
訓

練
が
始
ま
る
。
標
的
を
狙
っ
て
撃
て
ど
も
弾
は
行
方
不
明
、
標



的
に
一
発
も
当
た
ら
な
い
。
小
銃
を
持
っ
た
こ
と
も
な
い
者
に

い
き
な
り
実
弾
射
撃
と
は
、

無
理
が
通
れ
ば
道
理
が
引
っ
込
む
。

軍
事
教
官
は
何
も
教
え
な
い
。
そ
れ
で
も
数
を
重
ね
る
う
ち

に
、
狙
う
位
置
が
わ
か
り
弾
が
当
た
る
よ
う
に
な
る
。
満
州
の

気
候
は
夏
と
冬
が
あ
り
、
春
と
秋
は
な
い
よ
う
な
も
の
。
九
月

の
初
め
は
暑
い
夏
で
あ
っ
た
が
、
九
月
三
十
日
に
雪
が
降
っ
た

の
に
は
驚
い
た
。
暖
か
く
な
っ
て
雪
が
解
け
て
実
弾
射
撃
を
し

た
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
る
と
小
銃
の
弾
が
あ
る
あ
る
、
そ
れ
で

も
弾
は
み
ん
な
踏
み
つ
ぶ
し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
凍
り
つ

い
た
土
に
弾
は
負
け
た
の
で
あ
る
。

暑
い
夏
の
間
に
草
は
伸
び
放
題
、
人
の
背
丈
よ
り
も
高
い
。

こ
の
原
野
を
歩
い
て
い
る
と
、
ノ
ロ
（
日
本
の
鹿
に
似
た
動
物
）

が
草
の
中
で
昼
寝
を
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
足
音
に
驚
い
て
飛

び
起
き
て
走
り
出
す
。
私
た
ち
は
そ
の
と
き
の
草
の
ざ
わ
め
く

音
に
驚
く
。

昭
和
十
五
年
、
紀
元
二
六
〇
〇
年
の
歌
を
歌
っ
て
間
も
な
く
、

鉄
驪
大
訓
練
所
を
修
了
（
二
年
間
）

。
次
に
吉
林
省
敦
化
県
大

石
頭
小
訓
練
所
に
移
動
す
る
。
所
長
は
鹿
児
島
県
出
身
の
陸
軍

少
将
川
原
侃
閣
下
で
当
時
六
十
歳
ぐ
ら
い
。
も
の
す
ご
い
張
り

切
り
屋
さ
ん
で
中
隊
長
以
下
皆
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
た
。

義
勇
軍
は
中
隊
ご
と
に
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
駐
屯
し

て
い
た
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
敵
か
ら
包
囲
さ
れ
に
く
く

し
た
。
大
石
頭
は
さ
す
が
南
満
、
零
下
三
十
度
ぐ
ら
い
、
北
満
と
は

十
度
の
差
、
す
ご
く
暖
か
く
感
じ
る
。
大
石
頭
の
宿
舎
は
立
派

な
も
の
。
鉄
驪
の
は
小
隊
ご
と
に
別
れ
て
い
て
、
五
十
人
ぐ
ら

い
の
全
員
の
起
居
が
見
渡
せ
る
工
事
現
場
の
飯
場
式
で
あ
っ
た

が
、
大
石
頭
の
は
五
、
六
人
が
一
部
屋
で
起
居
し
、
オ
ン
ド
ル
、

ペ
チ
カ
も
本
職
が
造
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
大
石
頭
小
訓
練
所

は
一
年
で
修
了
。
こ
れ
で
三
年
間
の
訓
練
は
す
べ
て
修
了
。

昭
和
十
六
年
の
末
ご
ろ
同
じ
敦
化
県
の
南
黄
泥
河
子
、
日
高

義
勇
開
拓
団
に
最
終
移
動
。
こ
こ
に
移
動
し
て
間
も
な
く
、
満

州
警
察
署
か
ら
、
日
本
が
米
・
英
と
開
戦
し
た
こ
と
を
知
ら
せ

に
き
た
。

私
が
小
学
二
年
生
の
昭
和
六
年
九
月
に
満
州
事
変
、
同
七
年

一
月
上
海
事
変
と
続
き
、
同
八
年
三
月
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱

退
し
世
界
の
孤
児
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
だ
っ
た
ろ
う
と
思
う
が
、

小
学
校
で
ロ
ー
マ
字
を
習
い
始
め
る
が
、
直
後
、
敵
国
語
は
使
っ



た
ら
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
、
例
え
ば
、
ポ
ケ
ッ
ト
は
物
入
れ
、

タ
オ
ル
は
手
拭
、
ハ
ン
ド
ル
は
転
握
と
い
う
こ
と
で
ロ
ー
マ
字

も
習
っ
て
い
な
い
。
軍
国
主
義
一
色
、
次
い
で
日
支
事
変
、
第

二
次
世
界
大
戦
、
戦
後
は
物
資
不
足
、
食
糧
難
と
、
私
た
ち
の

青
春
と
は
何
だ
っ
た
ろ
う
。

昭
和
十
七
年
の
夏
、
軍
隊
志
願
を
し
甲
種
合
格
、
こ
の
冬
十

一
月
中
頃
か
ら
十
二
月
末
ま
で
渡
満
以
来
四
年
半
ぶ
り
に
一
時

里
帰
り
。
同
十
八
年
一
月
十
日
、
吉
林
市
第
五
九
〇
部
隊
（
第

二
独
立
守
備
隊
歩
兵
第
八
大
隊
）
に
入
隊
。

私
は
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
将
来
は
軍
人
で
飯
を
食
う
ん
だ
と

の
夢
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
早
速
下
士
官
候
補
者
の
志
願
を
し

た
。
軍
隊
生
活
一
年
が
過
ぎ
て
上
等
兵
に
な
っ
た
。

下
士
官
候
補
者
が
入
校
す
る
大
連
の
教
導
学
校
に
行
く
こ
ろ
、

ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
ア
ッ
ツ
島
の
日
本
軍
が
玉
砕
し
た
の

で
、

吉
林
市
の
兵
営
を
夜
中
裏
門
か
ら
こ
っ
そ
り
抜
け
出
し
て
、

部
隊
移
動
開
始
。
駅
の
方
に
行
か
な
い
の
で
不
思
議
に
思
っ
て

い
る
と
、
満
人
部
落
も
な
い
一
面
の
雪
野
が
原
に
黒
い
物
が
出

現
し
た
。
貨
車
で
あ
っ
た
。
こ
の
貨
車
に
乗
っ
て
満
州
の
真
冬
、

凍
っ
た
飯
盒
の
飯
を
食
べ
な
が
ら
南
下
、
着
い
た
所
が
釜
山
。

こ
こ
で
検
疫
の
た
め
二
日
間
留
ま
っ
た
。

釜
山
港
か
ら
関
釜
連
絡
船
に
乗
船
す
る
が
、
ど
こ
へ
行
く
の

か
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
命
令
の
ま
ま
に
動
く
だ
け
。
重
機
関
銃

隊
だ
っ
た
私
た
ち
は
船
の
帆
柱
の
上
で
対
空
射
撃
の
準
備
を
し

た
。
門
司
に
上
陸
。
門
司
駅
で
汽
車
に
乗
る
。
軍
用
列
車
（
こ

こ
か
ら
先
は
客
車
）
は
南
か
北
か
ど
ち
ら
に
走
る
こ
と
や
ら
、

通
過
す
る
駅
名
を
見
る
と
北
に
走
っ
て
い
る
。
軍
用
列
車
は
隠

密
行
動
の
た
め
、「
走
行
中
も
窓
を
開
け
る
な
、
駅
に
着
く
前

に
鎧
戸
を
下
ろ
せ
」
の
命
令
。
隊
員
の
中
に
は
名
古
屋
、
静
岡

出
身
者
が
多
く
い
た
が
、
自
分
の
出
身
地
の
駅
に
着
い
て
も
外

も
見
れ
な
い
。

列
車
は
ど
こ
ま
で
走
る
つ
も
り
な
の
か
。
と
う
と
う
青
森
、

青
函
連
絡
船
で
北
海
道
に
渡
っ
た
。
汽
車
は
ま
た
走
る
。
着
い

た
所
は
小
樽
の
駅
。
駅
に
は
民
家
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
迎
え

に
き
て
く
れ
て
い
た
。
ど
う
も
民
家
に
分
宿
の
よ
う
だ
。
私
と

初
年
兵
と
二
人
、
潮
見
台
町
の
増
田
さ
ん
宅
に
お
世
話
に
な
っ

た
。四
月
の
末
ご
ろ
、

小
樽
港
を
出
て
青
森
県
の
大
湊
港
に
回
り
、

病
人
を
下
船
さ
せ
、
太
平
洋
に
出
て
北
上
す
る
が
、
海
の
荒
れ



よ
う
と
い
っ
た
ら
な
か
っ
た
。
山
の
よ
う
な
大
波
に
輸
送
船
は

木
の
葉
の
よ
う
に
浮
き
沈
む
。

何
日
船
に
乗
っ
て
い
た
の
か
、
小
さ
な
島
に
上
陸
。
こ
こ
が

ま
た
草
も
木
も
生
え
て
い
な
い
無
人
島
。
地
図
を
見
る
と
、
カ

ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
鼻
先
に
あ
る
北
千
島
列
島
の
最
北
端
、
占

守
島
だ
。
周
囲
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。
一
年
中

冬
で
草
木
が
生
え
な
い
理
由
が
わ
か
る
。
夏
の
季
節
に
は
白
夜

で
夜
中
も
暗
く
な
ら
な
い
。
天
気
が
よ
い
日
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ

半
島
が
肉
眼
で
見
え
る
。

日
本
か
ら
は
食
糧
を
送
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
島
に
は
着

か
な
い
。
食
事
は
重
湯
し
か
な
い
の
で
栄
養
失
調
者
が
続
出
。

六
月
末
ご
ろ
に
な
る
と
小
さ
な
川
の
雪
解
け
水
に
鮭
が
群
れ
を

な
し
て
産
卵
に
上
っ
て
く
る
。
一
カ
月
ぐ
ら
い
は
鮭
の
掴
み
取

り
が
で
き
る
が
、
草
木
が
生
え
て
い
な
い
の
で
煮
る
こ
と
も
焼

く
こ
と
も
で
き
な
い
。
水
も
満
足
に
な
い
の
で
風
呂
な
ど
も
ち

ろ
ん
な
し
。
顔
も
洗
え
な
い
。
体
に
は
皆
虱
が
わ
く
。
栄
養
不

足
の
体
は
こ
の
虱
に
血
を
吸
わ
れ
、
ま
す
ま
す
弱
る
。
そ
う
こ

う
す
る
う
ち
に
パ
ラ
チ
フ
ス
が
大
発
生
。
踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り

と
は
こ
の
こ
と
だ
ろ
う
。

ド
ラ
ム
缶
を
手
に
入
れ
、
海
岸
か
ら
流
木
を
拾
い
集
め
、
露

天
風
呂
を
造
り
、
八
カ
月
ぶ
り
に
風
呂
に
入
る
。
何
と
気
持
ち

良
い
こ
と
か
。

夏
に
は
日
本
の
船
団
が
た
ら
ば
蟹
を
捕
り
に
沖
に
く
る
の
で
、

蟹
を
軍
で
買
い
上
げ
、
蟹
と
鮭
の
食
事
が
一
カ
月
ぐ
ら
い
は
続

い
た
。
蟹
の
お
い
し
か
っ
た
こ
と
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

島
で
は
毎
日
陣
地
構
築
、
島
中
を
穴
だ
ら
け
に
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
一
日
付
で
陸
軍
伍
長
に
昇
任
、
重
機
関

銃
の
分
隊
長
に
な
っ
た
。

占
守
島
で
の
耐
乏
生
活
も
ち
ょ
う
ど
一
年
、
昭
和
二
十
年
五

月
本
土
決
戦
の
命
に
よ
り
、
三
分
の
一
の
兵
を
島
に
残
し
（
後

に
全
員
戦
死
）
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
通
り
、
宗
谷
海
峡
を
経
て
日

本
海
に
出
よ
う
と
し
た
と
き
、
敵
の
魚
雷
攻
撃
に
よ
り
一
隻
が

撃
沈
さ
れ
、
半
数
の
兵
が
戦
死
、
小
樽
に
帰
り
着
い
た
の
は
三

分
の
一
の
み
で
あ
っ
た
。
小
樽
に
数
日
い
て
、
函
館
市
に
移
動
。

函
館
市
近
く
の
（
駒
ヶ
岳
の
麓
）
軍
川
村
（
現
在
亀
田
郡
七
飯

町
軍
川
）
の
小
学
校
に
宿
泊
し
、
陣
地
構
築
中
、
八
月
十
五
日

正
午
に
天
皇
陛
下
の
重
大
放
送
が
あ
る
か
ら
全
員
集
合
の
伝
達

が
あ
り
、
校
長
先
生
の
宿
舎
の
前
庭
に
て
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
り



敗
戦
を
知
っ
た
。

早
速
函
館
に
引
き
揚
げ
、
常
磐
小
学
校
に
中
隊
全
員
が
集
ま
っ

た
。
復
員
準
備
に
入
り
、
八
月
末
ご
ろ
中
隊
は
解
散
、
そ
れ
ぞ

れ
の
故
郷
に
散
っ
て
行
っ
た
。

私
は
中
隊
で
一
番
若
い
下
士
官
だ
っ
た
た
め
に
兵
隊
四
人
と

残
務
整
理
に
残
る
こ
と
に
な
り
、
同
十
一
月
中
ご
ろ
復
員
、
七

年
半
ぶ
り
に
我
が
家
に
帰
っ
た
。

帰
り
着
い
た
日
が
十
八
日
で
、

二
十
二
歳
の
誕
生
日
、
そ
の
と
き
家
に
は
二
歳
の
双
子
の
弟
と

五
歳
の
弟
ら
が
い
た
。

昭
和
二
十
一
年
九
月
、
長
崎
市
消
防
局
に
就
職
。
こ
の
こ
ろ

の
長
崎
市
は
終
戦
後
の
食
糧
不
足
の
真
っ
た
だ
中
、
麦
の
粥
を

食
べ
て
職
務
遂
行
。
占
守
島
で
ひ
も
じ
い
目
に
あ
い
、
ま
た
こ

こ
で
も
ひ
も
じ
い
目
に
あ
っ
た
。
市
内
は
食
糧
難
の
た
め
、
戦

争
中
市
外
へ
疎
開
し
て
い
た
人
た
ち
も
市
内
へ
の
転
入
が
許
可

に
な
ら
な
い
。
日
曜
日
に
早
速
諫
早
市
の
実
家
に
米
を
取
り
に

行
き
空
腹
を
し
の
い
だ
。

就
職
の
辞
令
に
本
俸
四
十
円
と
あ
る
。
陸
軍
伍
長
で
は
四
十

三
円
だ
っ
た
の
だ
が
。
最
初
の
月
給
は
百
八
十
円
も
ら
っ
た
が
、

独
身
寮
の
食
費
二
百
円
で
月
給
全
部
で
も
不
足
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
二
月
に
結
婚
、
同
時
に
自
分
の
家
を
新
築
、

同
三
十
年
ご
ろ
に
な
っ
て
物
資
が
出
回
っ
た
か
な
あ
と
い
う
感

じ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
が
早
か
っ
た
。
高
度
成
長
に
よ
る
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
で
、
同
四
十
年
に
は
月
給
生
活
も
楽
に
な
っ
て
き
た
。

同
四
十
五
年
現
在
地
に
前
の
家
よ
り
は
少
し
ま
し
な
家
を
新
築

し
た
。
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
定
年
退
職
（
三
十
八
年
三
カ
月

勤
続
）

。

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
三
日
、
秋
の
叙
勲
で
勲
五
等
瑞
宝
章

を
受
章
。
皇
居
の
豊
明
殿
に
お
い
て
、
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
の

中
の
一
部
に
「
今
後
も
健
康
に
留
意
し
て
国
家
社
会
の
た
め
に

尽
く
さ
れ
ん
こ
と
を
望
み
ま
す
」
と
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
で

は
地
域
の
会
長
な
ど
、
ま
た
少
年
剣
道
の
指
導
を
し
て
、
い
く

ら
か
地
域
社
会
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

戦
争
も
知
ら
な
い
世
代
が
、「
平
和
、
平
和
」
と
叫
ん
で
い

る
よ
う
だ
が
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
を
体
験
し
た
者
で
な
け
れ

ば
、
本
当
の
平
和
の
有
り
難
さ
は
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。




